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したがって，この���次関数の式は�\ ��[�E �と表される。
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点�'�の�[�座標を�W�とおくと，点�(�の�[�座標も�W�である。

(�は直線�\ �[���上の点であるから，その�\�座標は　　�W��

よって　　　'( �W��

点�)�の�\�座標は�(�の�\�座標と等しく��W���であるから，\ 
�

�
[���に�\ �W���を

代入すると

　　　　　　　�W�� 
�

�
[��

これを解くと　　[ ��W

よって，点�)�の�[�座標は　　��W
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長方形�'()*�が正方形になるとき，'( ()�であるから
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これは問題に適している。

よって，'�の座標は　　� 
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�次関数③　（解答と解説）
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